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紹介議員

請願事項　岐阜県民の命と健康を守るために、高速増殖炉原型炉「もんじゅ」の運転再開を認めないこと

請願理由
　1995年12月8日に福井県敦賀市にある旧動力炉・核燃料開発事業団(現日本原子力研究開発機構)の高速増殖炉原型炉・「もんじゅ」がナトリウム漏洩火災事故を起こし、14年間停止していましたが、今年度中の運転再開をめざしています。
　高速増殖炉計画は成立性と経済性の問題からドイツ、フランス、イギリス、アメリカは撤退しました。日本は高速増殖炉開発に既に2兆円以上かけました。ナトリウムをあたためるだけに１ヵ月約１億円もかかります（別添－1）。

　2009年11月17日の事業仕分けで財務省は「事業の必要性」そのものを問題にしました。以下、予算担当部局がした説明の概略です。

	・「もんじゅ」：ナトリウム漏れ以来１４年間停止している。その間４回運転再開を予定したが、全て延期になった。
・経費：建設費及び維持管理費が21年度までに、9000億円の国費が投入された。
  運転停止中の維持管理だけで2300億円、年間200億円前後、１日当たり、5,500万円が投入されている。
・事業の必要性：14年間運転を停止しており何らの研究成果が上がっていないにもかかわらず、毎年莫大な経費を要している。来年3月に運転再開を目指しているが、今後とも、莫大な経費を投入すべきか否か、必要性を検証する必要がある。（別添－2）


仕分け人の評価は、予算計上見送りを含めた「事業の見直し」でした。ところが政治判断で新年度の予算が付きました。決して成立性や経済性が向上したわけではありません。

ところで「もんじゅ」の冷却材は水や空気に触れると激しく反応する金属ナトリウムが約1,700㌧使われ、肉薄の複雑に曲がりくねった配管を流れています。そのうえ直下には白木－丹生とC断層の2本の活断層があり、いずれもマグニチュード6.9規模とされています。また、プルトニウムが約1,400kgも使われます。そのため常に爆発と火災の危険があり、軽水炉（原発）に比べ格段に危険です。1995年の事故で人への被害がなかったのは、不幸中の幸いです。

岐阜県は１年の約10ヶ月は「もんじゅ」の風下です。関西の団体が2000年、2008年、2009年2010年の冬の「もんじゅ」近くの白木浜で風船を飛ばしました。風船は愛知県新城市、静岡県浜松市、長野県安曇野市、上田市、南箕輪村、埼玉県春日部市、長瀞町、千葉県富里市など非常に広範囲で拾われました（別添－3）。広範囲で確認されたことは、事故の被害の広さに直結します。

1988年3月に岐阜県の団体が福井県美浜町水晶浜から飛ばした風船は1～3時間で岐阜県内（旧春日村、池田町、大野町、神戸町、旧穂積町、八百津町）に到着しました。もんじゅと岐阜県は至近距離です（別添－4）。事故の内容によっては岐阜県内に甚大な被害もたらす可能性があります。

以上のことから、岐阜県民の命と健康を守るために、高速増殖炉原型炉「もんじゅ」の運転再開を認めないことを請願します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
以上
